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キャンプ生活での子ども達の健康状態

O正武家重治(札幌市立上野幌東小学校) 川村 協平(山梨大学教育学部)
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1.はじめに

野外活動・教育は、学校教育の現場で子ども達

の学習と成長を保証する重要な体験であるといわ

れている。授業の中にも野外活動・教育が取り入

れられ、生活・保健・安全を配慮しながら子ども

達の心ゃからだを大切にした幅広い活動を実践し

成果をあげてきている。。

このように野外活動・教育は、子ども達の生活

習慣の改善や健康についての意識向上を図ること

ができる。その野外活動に従事した指導者が、い

ちはやく子ども達の心や健康状態を理解し、プロ

グラム運営に当たるのが望ましいと思われる。

そこで本研究の目的は、宿泊型の野外活動にお

ける幼児，児童の健康状態をイラストによる健康

チェックを中心に調査・測定を行ない、得られた

結果から子ども達の健康状態が野外活動の生活の

中でどのような影響を受けているのかを明らかに

することである。加えて、子ども達の健康状態を

いち早く理解するための指標の作成を目的とする

ものである。

1I.研究方法

(1)対象者および調査・測定日時

山梨県下の幼稚園年長児を対象としたXキャン

プおよび、小学校低学年児童を対象としたYキャ

ンプに参加したのべ24名に調査・測定を行った。

(第 1表)

第 1表 X.Yキャンプ被験者の形態一覧表
1雇騒音喜一 開" fUHk.' cm， 者 冊。 k.' 
(Xキャンプ n=6) (Yキャン n I!I: 1 8J 
K. W 、 I~ 0 205 N. K 120.0 23，0 S. N 118.0 25.0 
H. K 117.0 21.0 M. W 125.0 27.0 R. I 128.0 27.0 
S.O 108.0 19.0 Y. W 120.0 叩 5 M. K 122.0 2~.5 
K. M 112.0 20.0 N. I 110.0 17.0 K.日 125.0 25.0 
Y. A 113.0 21.0 Y. S 124.0 26.0 S. F 120.0 24.0 
K. I 105.0 130.0 32.0 M. M 130.0 35.0 

K. K 115.0 、8.0 .̂ s 句20.0 20.0 
S. 0 123.0 23.0 11. 11 123.0 25.0 
T. K 118.0 21.0 M. 0 123.0 28.0 

寧向 111.5 19.8 不均 121.9 24.4 
保奪回置 4.3 1.4L 標奪回量 5.0 4.6 
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X キャンプ:平成 5年 7 月 31 日一 8 月 3 日の 3~白 4 日

Yキャンプ:平成5年 7月26日ー7月30日の4泊5日

第2表 X.Yキャンプのプログラムと調査・測定時間(※)
Xキャン /31 8/1 自/2 8/3 
6:00 起床 起床

朝食 話器朝食 華民

9:00 ?ラフト
2量嘗昼食 撤収

12∞ 昼食 軍駐畳山 話E
イニシ'7f7'~' ーι 付近散策 {本桓湖・ 昼食 '" 15∞ 付近散簸 渡~J活動 n' 1;マ台}山製火到着

18∞ 夕食 自民 夕食 員長 夕食 書E

21∞ I拡(E会E食形式)|峨拘露げ 77~~-

芙健 晴 暗 1量り 轟りのち爾

Vキャン 7/26 7/27 7/2自 7/29 7/30 
6:(10 起床 起床 起尿 起尿

朝食 来朝食 来朝食 来 朝 食 首長

9:00 4ニシ'1f7'~'-4 ヲラフト
殴嘗昼食 撤組

12∞ 昼食 封書昼食 語草壁山 書長

付近散簸 付近散鰻 (富士大室山}昼食 器提

15∞ 銀管{② 班別活動 お好み活動 山梨太到着

18∞ 夕食 首長 夕食

'" 
夕食 E畏 9食 来

峨随迎筆77イヤー ナ就イ寝トハイヰ)f |昼{寝会食形式) 制刀"77~~-

21∞ 続事

~震 商 雨堕空量1ι 量り 晴れのち量問 繭

(上 :Xキャンブ、下 :Yキャンプ)

調査・測定時間は、野外活動のプログラムに影

響を及ぼさない範囲で、食後の 3回行った。

(第2表-a，ーb)

( 2)調査内容および結果の処理について

1)イラストによる子どもの健康チェックの得点

化および集計イラストについては4項目(①睡眠

状況に関して，②食事・食欲に関して，@便通に

関して，(1)活動時の対人関係に関して) 6組の絵

を選択し、 1~5 点までの配点を行なった。回答方

法については二者比較法を参考に各項目に関して

該当するものを選択してもらった。(写真1)・



以上のような項目を分析し、イラスト得点と

各測定項目における関辿性を調べ、本研究で作

成したようなイラストを用いた健康チェック指

標の有効性や活用の可能性について検討てみた。

m.結果および考察

1)イラスト得点について

第1図イラスト調査用紙姫眠状態、食事・食欲について) イラスト得点は、イラストの集計ーをもとに算出

2)キャンプ中の幼児・児童の血液循環動態の変

化を知るために加速度脈波の測定(プレ1?'ラ7社製m

odel・5000Aを使用)を行ない、その定量化として、

加速度脈波係数(文)=b-(c+d)を算出した。 2)

ハ!ん
i¥]!-↓ 

|斗|斗\-も|斗~斗|
第2図旗躍度脈波波買事~b，c.抑変化点及的協の去、気 3)

3) 自覚疲労調査叫は、個人の訴え数の経日変動

をみてみた。(今回は紙面のスペースがないので

省略する)

し、以下のような結果が得られたn
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12s 1日目 2日目 3日目

目 時

。xキャンプ
ロYキャンプ

第3図 X.Yキャンブでのイラスト得点の経日変動(目別

第3図のようにイラスト得点の 1日平均得点を

グラフ化してみるとx.yキャンプともに 1日目

から徐々に得点が下がり、最終日の前日にイラス

ト得点、が一番低く落ち込んでいる。この変化の要

因は、疲労の蓄積と最終日前日に両キャンプとも

登山を行っていることがあげられる。登山は、子

どもにストレスを感じやすいプログラム5)なので、

精神的，肉体的疲労が増加したと考えられる。そ

して、最終日にイラスト得点が回復しているのは、

子ども達が「家に帰れるj とか「お母さんに会え

るj など意識したり、キャンプ生活に慣れてきた

ことによって安心したために上昇したと考えられ

る。
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I--Xキャンブー--t ドー-yキャンブー-<

10..1s・岬舗・・輔副・・・，..刷
夕鶴量タ輯星

第4図 X.Yキャンプでのイラスト得点の朝昼夕方の変動
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次に、朝・昼・夕方のイラスト得点、を比較して

みると、第4図に示しであるように両キャンプと

も得点の高い順に昼・夕方・朝となった。 Xキャ

ンプでは、各々に統計的な有意差は認められな

かった。 Yキャンプでは、夕方と朝の聞について、

夕方の方が 0.1%水準(t=4.58)で有意に高い値

を示し、朝と昼の聞についても、昼の方で有意に

市川、値 (p<O.01， t=:3. 58)を示した。また、昼と夕

方の聞についても昼の方が有意に高い値(pく0.01，

t=8. 16)を示した。しかし、今回調査した自覚疲

労調査や過去の先行研究6)において朝に訴え率が

一番低く、夕方に訴え率が高いものと違う結果を

示していた。

(2 )加速度脈波波形について

加速度脈波波形については、第 5図-aおよび第

5図-bに、 x.yキャンプの被験者の平均した波

形の経日変化を示しである。

Bタイプの波形を示しているので、イラスト得点

と閉じ様にキャンフ。の活動から受けた影響がある

と考えられる。

次に、 3日間(yキャンプは4日間)あわせた夕

方・朝・昼の平均値を算出し、その比較を行なっ

た(第6図)。

;;lFi「ンブー

ト一一Yキャンブ一一-.
'"闘軍

~~ 
-十J;-~"，-IJt …-L--1211-11
21、jflドH-f

第6図 X.Y材Jずでの加速度脈波係数と各変化点の戟昼、

タの変動〈※各変化点ついては第1図を参照のこと)

Xキャンプでは、変化点 dについて夕方と朝・

昼の聞にそれぞれ 5%水準(t=2.16， t=2.26)の有

意な差が認められた。しかし、他の変化点に統計

的な有意な差が認められず、加速度脈波係数00
にも大きな変化がなかったことから、 Xキャンプ

の朝・昼・夕方の聞には大きな波形変化はみられ

m ・なかったと考えられる。 Yキャンプでは、(文)に

剛斗ト NI _11 _11 _11 ..LI-LI 11 _11 _11 _11 A ついて夕方と朝の聞に 1%水準(t=3.39)，変化点

是正三医長医主翼墨色院主主主i園長bについて夕方と朝の聞に 5%水準れ=2.27)，変

化点 cについて朝と昼の聞に 5%水準(t=2.12)，

第5陸七 Yキャンプでの加速度脈波波形の変動<rF=18> 変化点dにおいて夕方と朝の間に 0.1%水準(t=

Xキャンプの場合は、 1日目の夕方および3日

目の朝にBタイプの波形を示していたが、それ以

外はすべてAタイプであった。 Yキャンプの場合

は、 2日目の夕方から 4日目の夕方までBタイプ

の波形を示していたが、それ以外はAタイプであ

ることが判定できる。

健康度の判定として使われている加速度脈波波

形とイラスト得点を比較してみると、第 5図-a，-

bにみられるように波形タイプの変化に伴いイラ

スト得点も下がる傾向を示した。これは、子ども

達の様々な要因からくる疲労の蓄積がイラスト得

点に影響を与えたためと思われる o また、波形の

変化点 c(第 2図)は、基線からの高さが低くなり
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3.64)の有意な差がそれそれ認められた。

以上のように、イラスト得点と様々な調査・測

定との関連性について考えてみると、子ども達の

健康状態に及ぼす影響が様々であり、気象状況、

班の人間関係、プログラムの内容などの物理的要

因が子ども達に与える影響が強いと思われる。

そして、子ども達はそこから受ける精神的，肉

体的な変動やストレスによって、自己の体調が変

動し、イラスト得点に影響を与えていると考えら

れる。



1V.まとめ

本研究では、以下のようにまとめられる。

1，イラスト得点を集計したことにより、子ども

逮全体の平均値の変化は、キャンプ最終日前日に

イラスト得点が一番落ち込むこと、最終日になる

とイラスト得点が上昇する結果となった。また、

1日のうち昼の得点が一番高く、次に夕方、朝の

順になった。

2，加速度脈波波形では、キャンプの中盤にBタ

イプの波形になるものの前半と最終日ではAタイ

プの波形を示していた。加速度脈波係数()()の変

化は、 Yキャンプでは、日数が進むにつれて(文)

が減少し、最終日に上昇する結果となった。朝と

昼の()()変化はいったん減少するが次第に増加し

ていく傾向が見られた。夕方の()()変化は、次第

に減少していく傾向が見られた。

以上の結果から、子ども遠の健康状態は、様々

な要因(気象状況，斑の人間関係，プログラムの内

容など)から受ける影響が大きいと考えられる。

それが子ども達の中でストレスとなったり、疲労

となったり、怪我や病気を引き起こす要因となっ

たり、子ども達のキャンプ生活に影響を及ぼして

いくと思われる。

したがって、宿泊型の野外活動においてイラス

トを用いて子ども遠の健康状態を評価することは、

子どもたちの得点の個人差があるので、今後さら

に調査・測定を進めて検討していく必要があると

思われる。このイラストのような簡便な指標を用

いて指導者がいちはやく子ども達の健康状態を把

握し、調査後のプログラム活動が円滑に行われる

ことが、里子外活動本来の目的を達成するための大

きな支えになると思われる。
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